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1研 究 の 目的
本研 究 は、 日本 ・中国(台 湾 を含 む)・ 韓 国 におけ る法の近代化過程 に
ついて、それ ぞれの国における西欧 近代法認識 と継受の経緯 、な らびにそ
の後 の展 開過程 における三国 間の相 互影響 関係 を比較研究 し、その特質 を
明 らかにす ることを目的 と した。
日中韓三 国の法の近代化過程 において は、西欧近代法の継受 が不可欠で
あったため、 口本 におけるボワ ソナ ー ドや韓 国におけるク レマ ジな ど御雇
外 国人法 律教 師 が重 要 な役割 を担 ったが 、同時 に また三国 間の相 互影響
(法律家 の交流 と立法支援 、訪 問視察 と留学生の受 け入 れ、翻訳書 の出版
など)も 多大 な もの があった。本研 究 は、従来 十分 に解明 されて こなかっ


















3調 査 ・講 演 会
(1)調 査
韓 国 ・中国 ・台湾 にお け る法 の近代 化過程 に関す る研究 状況 の把
握、 な らびに文献 ・資料 を収集す るため、つ ぎの通 り調査 を実施す る
とともに、研 究・者と学術交流 を行 った。
また、国 内において も資料収集のための調査 を実施 した。
① 韓 国(京 畿 大学 、高麗大学 など)
2003年10月12日 ～14日
吉井 ・川 田 ・公文 ・郷 田(15日 まで)
*韓 国の研究者 との学術 交流 を通 して、韓 国の研 究状 況の把握 に




*ソ ウル大学の奎章 閣所蔵資料の調査 を行 った。
③ 韓国(ソ ウル大 学、同奎章閣)
2004年3月20日 ～23日
川 田 ・橘川 ・郷 田 ・公文
*ソ ウル大学 の奎章閣所蔵 の朝鮮朝士視察 団に関す る資料 を調査
し、複写す るとともに、研究者 との学術交流 を行 った。
④ 中国人民大学法学院
2004年9月6日 ～9日
吉井 ・川 田 ・橘川 ・公文 ・郷 田 ・東郷 ・山火
*巾 国人民大学法学院の スタ ッフと学術交流 を行 い、 日中双方 の
研 究状況 について 、研 究代表者 が報告 し、意見交換 を行 った 。






*ソ ウル大学の奎章閣所蔵資料 を調査 し、複写 を行 った。
⑥ 宿毛歴史館 、 自由民権記念館
2005年3月9日 ～11日
吉井 ・川 田 ・郷 田 ・公文
*日 本の法の近代 化に貢献 した人物(小 野梓 ・馬場辰猪 ・中江兆




吉井 ・川 田 ・橘川 ・郷 田 ・東郷 ・江(早 稲 田大学専任 講師)
*国 立台湾大学 、国立政治大 学、中央研究院の スタ ッフと学術 交
流 を行 い、研 究代表者の報告 をもとに意見交換 を行 った。また、




*北 海 道大学の研究 グル ープが実施 してい る東 ア ジア法研究 の状
況 を把握 す るとともに、同 グループが開催 したシ ンポジウムの
記録 な ど、文献 ・資料 を収集 した。
(2)講 演会
神奈川大学横浜 キ ャンパ スに講師 を招 き、つ ぎの通 り講演会 を開催
し、学術交流 を行った。
①2003年6月23日







4研 究 成 果
日中韓三 国の法 の近代化過程 に関す る第一次 資料 な らび に研 究文献 の調
査 ・収集 を、各 国の研 究・者の協力 を得 て行 うことがで きた。現 在、収集 し
た資料な らびに研究文献の整理 ・考証 ・位置 づ けを進 めてお り、 この間下
記の翻訳 を行 った。
また、西欧近代法の継受 に関す る理 論的研 究、 ならびに 日中韓三国の法
の近代化過程 に関す る各国の研究状況 につ いて把握 す るとともに、研究者
間の学術交流 を行 って、共 同研究 を進めて い くためのネ ッ トワー クを作 る
こ とがで きた。
① 許東賢(郷 田正萬訳)
「一八八一年朝士視察 団の明治 日本 の司法制度 の理解」
神奈川法学36巻3号(2004年)
② 許東賢(郷 田正萬 ・吉井蒼生夫共訳)
「一 八八一年朝鮮朝士 日本視察団 に関す る一研究
一 『聞見事件類』 と 『随 聞録』 を中心 として一」
神奈川法学37巻1号(2005年)
今後 引 き続 き、収集 した文献 ・資料の翻 訳、紹介 を行 うとともに、 日中
韓三国の研究者 とともに学術交流 を進め、研究成果の と りまとめを行 う。
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